

























て結成され、学校 ども設立されたりしたが、市爪桜川文会・ど市民夜同文書院はそれらの団体や学 は明らかに異なっており、とくに後者は日消戦争前に日前間の貿易を日本人の手で担おうとするための人材 成の目標が明確に継承されたといってよい
r
したがって、京夜間文書院は日消聞における有能な貿易
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あったが、さまざまなむつかしい状況も同時に進行中である。そこで、できるだけ多くの卒業生から体験や意見をうかがうため、一九九四年末から一九九五年に けてアンケートを実姥させてい だき、全体の方々の軌跡を描くこ を
































































































2ｷ1 20 2 
．・》”: 15 ・・，>
26 ( 1926 、 U/U口元fド） 14 :l 
2司' 16 。‘・
28 23 2 
2リ 28 4 
30 (Iリ初年入学｝ 34 6 
31 21i 6 
32 (1932 、 113fn 7 年｝ 29 :>
3:l 26 4 
34 48 lfi 
35 48 13 
36 51 :H 
37 58 16 
38 ・ 39 63 28 
’l 、3十 55!) 149 
（出収比率） (26.7%) 
40 (1939 !f入学） 76 2,1 
41 101 32 
42 106 :n 









’l、H 879 239 
（回収比率） (27.2%) 
合計 1,138 388 
（回収比率） (27.0'lも｝
期別アンケート送付数と回答数第 2表





































































































て先殻からの情報に耳を傾け 芯闘行が多 ったに違いない。とりわけ、書院は内地ではなく、中国にあ ことが、書院情報を内地の学校 ように入手しにくい状況があった。それだけに先荒からの生情報 口コミとしての大きな有効性を発問押したことがう がわれ 。その両者をあわせると八六人が先輩からの生 より書院を知ったとしており、このように進学希明容 とって先輩からの情報と先輩によ 議演が書院をより身近に感じさせたに違い い。例えば、二三期の加雌府夫氏は、長野県諏訪中学時代問中学の先輩で書院に在籍し いた坂口幸雄氏（一二期）が虹季休暇中 問中学会訪ね 生徒の前で描出した中国と
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東亙同文書院を知った情報源（綾数回答）
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受験被 i芯 3 ('I:・ 3 8 6ｷ1 
募集案内 .” ? 16 2:l 
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父母兄から .l コ :!8 品18
純白主か , 3 s 10 
友人、知人から ,’ ・〉 ・』) l:i ,,,’ 
先識から ll 3 ” ' 討 JI t)I} 先輩のお tJi 5 持 l!J 
本業「十のi,!;f担
自「名で .L ＜知っていた ・》 -, -, H ・ 3 !? 
日常的に知った -, -, 
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第3 表








































































































































































































































































































































































した試験の隙千がわかる。この県の喝合、三名の募集に五一心余名が志願し‘制当の激戦 あるどともに、この書院への給貨や試験がかなりの人気であったニ が伝わってくる。この以では学貨 全制給付でなく‘年六 一川の負担が










































































































































































































































































































































































































期 35 37 内 't:ヂ』:tヲ・ 38 ノ＇＂泳u三ι, 
~ 33 :M :16 39 
.IQ 41 42 ,13 -1 46 
海外（中国）で活雌 8 2 3 2 8 6 2 3 40 
よ い学校 2 η 6 ') 3 6 ‘.> 28 
異色なマ：校 2 5 ’J 16 
ロ マ ン 3 ワ- ’予 4 3 26 
自由、 l湖級住 2 制つ 2 4 ・ワ. 18 
魅 カ 2 5 ‘・4> 15 
国 策 性 ”ヲ -, 日
国 際 性 3 .ー> 15 
日 中怒t 径 2 ・2 3 2 12 
中凶研究校 4 。・a 9 
アカデミック 2 ・』> -” , 2 I 
モ ダ ン :. j’ 0 
入学してよかった ‘, 0 JO 
県費＇I:の学校 勺” ロ
貌 し e存
創設者の J志 2 
ビジネススクール ・．>
Z、, σ〉 ｛也 2 6 
とくにな L 、 4 2 :, 8 2 。・a 3 45 
合計 43 14 20 33 22 2日 23 17 :16 :15 14 283 
(1995 年アンケートより /1,Ji\:)
第 5 表 書院への志望順位と親兄蕗の書院への入学卒業者
ltJI 35 37 44 45 46 内 'f. 




書 第 aオじコ＂ ー担 32 10 ;14 27 18 26 ?5 13 2!J l 13 15 18 11 6 277 
院 費者 2 ，で5 望 8 9 I 4 5 日 8 3 同 81 ，、、
(T) 会社などからの派遣 2 3 9 aオ仏＝、
望 不 l珂 2 3 12 傾｛立 .. 
f,、、 ll.’ 41 15 ｷ17 38 24 :H 33 22 3•1 i 19 l!J ! :10 15 i 11 349 
院害生事 b 、 る 5 。 3 ・・〉. 4 3 zl 3 31 
L 、 な L 、 :18 15 ｷ15 33 23 :!O 28 19 31 13 l!l: 24 13 8 338 , .. 
．』
観 不 明 2 2 2 12 兄弟 . . 








お院への派遣制喧が必められるよ になり‘志引い順位 かかわりなく入学したケ｜スもカウントした＠満鉄 新聞社からの派遣生もみられ、入学主は多彩化している。なお、身内に書院関係者がいる場合の書院への占的果音がuh比つのもその特徴であろしげ同
UK
に上れば、入学行の約．
剖がそのような問係にあり、そのことが前掲第三災 おける肉親からの書院への推商にもあらわれているとみてよい。それだけ書院が入学行 上って支持さ たと うニとになる。第六表は最終的にお院へ入学することになった動地についての田容内谷をまとめたものである。それによ 体の四割の回容者が中凶での乍活や活仰慨を夢見て入学したこと‘次 で二制げ山中貨の山ぽくなる各県の給資制度のメリソトをめざしたことがわかる“その他に中国とのかかわりを





1i ィー !” 日山ト：t c '‘ 'I ~; l:! 3・1 ・IO ｷ1 、 .J:, IG 
中凶で仕事、生活し t：い l!J 10 l ・1 I 7H I ti!
，，＼貨制度、学費’必い Hi 内 I 8 -, 時 l
入試制度、派i強制度 わ l(i 
地冗中国脊 t, 18 ., 
先生のすすめ ~ 
1見 l成の寸すめ -. , 
父兄のすすめ :! 
先躍の；再演をl措1いて :'I ・－1 I:¥ 
身近、同級生の入学 -, J:¥ ・ 3 l リ
身内が中国にいる 1-1 ・>ー :!O 
お院の特色、 .Pl！念 ‘‘>・ 時
iii~教織がない ., 
1世 命 ！残 -, :! 




好 奇 •L·、 ワ“ ．ソ, 
そのほか :l -l I 
Jιt 凶dιI 5・1 ：.ν・, ｷ18 －‘・，．・，ー )!l:! 29 :l9:l 
第6 表
(1995 年アンケート上り fr,：立）






学と同市守川郎時代 出身学校 分布同をそれぞれ示したものであるぞ両国を比較すると分布傾向にかなりの遣いが認められる。すなわち、第一一凶に示した書院時代には、出身 剛山や神戸、福岡 広島など 符干の集中傾向は認められるものの‘全体としては全国的に分散的な分布 示し‘川
m給












































































































































































（第 40 期～第46 期）
（アンケート固苔分より作成）
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立 派 だ 6 2 H ワ- 6 15 16 ! 5 9 i i ') 85 
風絡、 t主物 3 。ー 2 2 :!3 
大歓迎された 2 。“ 3 6 4 2 2 :!9 
安 土8・ し t:. 3 3 6 ・ワ, 20 
感 激 2 6 3 
- ・3 2 ’・p, 2 25 緊 張 2 3 13 
不 安 :> 
明るさと l'l 陶 2 - .. , I 
良好た環境 今 9 
7・ 想． 通 り 2 6 
守－ 想 以 一上 2 
大 F差 白百 3 ’‘>・ 今- 2 18 
質灘、パンかラ 3 3 3 2 16 
すごい先輩 ワー 3 8 
ユニークなさY：佼 5 
県人意設．き寸‘な ワー :> 
男子ー 忽
日本の学校 2 3 
と く iこなし 2 。幽 3 16 
そ ぴ〉 ｛也 2 2 I 
1s、今.＋ 33 12 40 18 臼。マ・ 33 22 :io 1 1.; 22. 。Mυr. 6 1 9 :H 4 







IQI ,1す 日’ゆ』，一唱; 
~: 1:1 


















な し 3 
合計 :l 
それによると前掲第六夫の入学用山で示されたように、中国で就業し生活したいという最も多い思山が、入学が実現したことによってさらに具体的な夢となってあらわれている。すなわち、肢も多い夢は、「中国で将来働らさ中国で竹を開めたい」という・Lへ覚怖を決めた妙であり、それに「日中両国民のために働き尽したい」、「中国人のために尽したい」という捗会加えると、九七作の過半数をい山めるほピの大きな夢となるnその他、「中間を見、学びたい」、「中国泌を学びたい」合加よると、全体の約一一分の・一が何らかの形で中国に問心をもち、中国とかかわりたいという大きな夢をもっていた二とになる、そしてこのような砂は後述する卒業後の就職時にかなり実現している点で、入学生そして書院生の強い意志と決意のほどがうかがわれるJ第 8 表 入学時の夢
:15 3i ·I ・1 ｷ15 それを示したのが第八去である。ｷIt> そのような中で入宇時の新入生はどのような市型合駒に抱いたのであろうか3 いきをかぎ取った新入生もいたこと，かわかる。3H 3・1 :Ii :lリ ,IQ ー1:1 -ff中：’＃P可 f-f ト：l年l’＇ I 子干ト吻！”j3 8 10 日 9 ：・1 ．・3" 日 同 8i :l 1 :2 :I 6 :i 8 5 ・ヲ-, 3 :2 1 
8 I~ :! .” > 5 ・＇） :18 
') －・，. リ 18 
。 -・3 -, 
') 7 








2 2 2 1 : 1 
1 :1 ・1 3:1 24 28 23 16 26) 18 1:1 i 27 13 j 9 306 
(l\l＼均年γンケートより作1,ll)
長·1 官；』；『.主 Jt!.;:c P苗 24
｝綿 35 37 内 伊-ti"ヲ 38 合計
~33 :14 36 39 40 41 42 43 H 45 -16 
雑然、活気 4 2 10 2 3 5 4 5 7 46 
大郡会、広大 13 8 5 3 。 6 10 8 60 
国際都市 3 4 2 4 9 8 3 (i -t3 
貧富の差、苦力 5 2 2 ” 5 ワ 10 39 
覚情、見構えた ・3 今・， 6 2 3 19 
列強支配がみえた 3 ・り. 8 
ロ γン、明るい、自由 』。 』つ 8 
人が多い ワー 4 ・・》. 3 ・》 16 
呉国情緒 ワー 2 6 6 2 日 24 
イギリス風 9 
ピルが多い つー ., I 
圧倒された ワ-- ロ故郷のようだ 2 2 5 
さすが大陸 今 7 
幻滅、無気味 』今 ワー 5 
M ペふ 台、 3 6 
とく iこなし 2 2 I 
行けなかったのが伐念 20 20 
-噌 σ〉 他 ・今, 3 8 、
合計 3; I 2:1 :16 37 26 42 Hi 22 350 
上海の印象第9表









る。もちろん、中国人について カウントされない人口も多く実態はもっと多かったに違いない。バンドや南京路には列強資本による金融機関などが高層ビル建設を競 、そのような尚嬬ピル併をみた新入生 とっては大変強烈牝印象会受けたに違いないれ港に着岸するや多くの苦力違に取り開まれ．その異憾な光肢に身をたじろかせ 二ともあろう
c
この第九去はそのような上海の息吹が伝わってくる。














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































そのほか、それぞれ数はそれほど多くないが他の多くの而に力を注いだ傑子も呼かびト．がり、古院生活で待人がTnかを掘歌したといえる。 語学はいうまでもなく中国語、前述したように教室だけでなく、前生活の山中でもトレーニングが行なわれた。また勉学では一－一四一期午にそのウー一イトが低いが、卒業年次にu中戦争があり、「大旅行」は中断し、長崎の仮校舎へ移転し、「大旅行」の報告書会まとめるチャンスを失ったことが反映したものと思われる。また四五、阿ぃハ期生は予科も専門部も勉学のウェイトが低いが、戦争激化の中で授業を受けるチャンスが激減したこ去のあらわれであり、「力会人れられず残念』という回答も八人みられたことがそれ合寝付けているe それに上る去、肢も力会人れたのはクラブ活動と必学、それに勉学Lしい・つ三本住が浮かび上がるコクヲブ活動はほとんど全員が参加し．とくにスポーツ系にはカが入ったという。柔道、剣道、硬式陛球、軟式隠球‘好球、耽球、弓道、角力．山川崎艇、・ぶ郎、卓球、時k椀佳、臨球、ラグビー、講演、学長．立H来、その他山クラブがあ旬、スポーツクラブの中には上泌だけでなく、内地主でも述征し対抗戦に参加し好成績をあげるケースもあった3 以ト．のような学生生活の中で品も力企入れた分野についての川符合抗一O友に主止めたら なったといえるだろう。第 10 表 入学後カを入れた分野（領数回答含む）期 :is 3i 44 ｷ15 ｷ16 内 '!j{. ~ 33 34 36 38 40 ｷ1 42 43 予科iJ.11111] ff{Wl11l 予n!w門 A、苛nιI 39 ク ブ ブ活動 9 7 8 12 10 1: 20 8 15 ・ 5 6 ・ 9 122 守”口丘 健-r-会 7 :) 10 -I 6 5 6 14 9 5 1- 8 100 
勉 学 1-1 6 8 :, 5 I 9 。 3 2 。“ ・－) 85 
中国、 q，同人研究 ’> 2 2 2 15 
政治、思足｛、~学 3 3 - ・） M ‘, 2 ’M ' 15 
文 学、；ぼ 書 8 




飲 摘 4 
鋤 労 ；彰 仕 2 ワー
入れられず残念 4 3 日
Z』, ぴ｝ ｛也 4 ラー 9 
f主 し 2 つ 2 3 つ .-,.->. 18 “・
i; 、；lιI 39 16 29 36 23 :17 26 48 [ :21 21 41 13 ! i 404 
( 19!)51ドアンウー卜より f1,r,IU
31 東住 fc；文書院本塾生，，，..，..i舟 咽 a距 1・司 z 』fh'.卒業生i～山了〆ケート・調査λ・ら
第 11 表書院教育の特色について
J!I :!5 37 ・1 ・1 45 16 内 '# 
~: 33 1・1 :!i 38 40 41 ,1:1 子fH，：~q F科j専門 Hl＇耳早川 合計:19 
Jlt 学教育 ti :! 3 ’』) 7 3 : 3 ') i 5 ・ l .J9 
口 rl .J I:! 7 8 ・‘》・ i :! ., ・・》- liO 
全寮制．上下殺生・作 :. 1’ ') 旬リ 3 ・ヲー η－ ．．コ
人絡形成．人~f1教育 -, 2 :! 2 ’M ) 5 2 実月！教 3 4 。．．．、
教師と学生どの交流 －‘・, ．、 3 
広 L 、？見出f s 。“ 
白 性 -, 10 
t主学情 N1 ’. ) ・3 8 
-1· ぐれた教自市 10 




徳育、 lil(T ・致 4 I 
中間の実地体験
J、陸 びし 、·＇：目、 ’P 
干； 'Tl -, ') 10 
..；.、 ー ぴ｝ ｛也 8 3 ’ 3 2 -, :1 
JJ方、（：， 11'.l'. Fl明i -, -, ー .. 
｛、l t今，LI ｷ1 i 1:1 :!9 :l :i1 18 2ｷ1 i 12 :!O I :!ti 1:1 7 I :l:!:i 
(I リリ:i 1j，アンケート L り tr11'0
第 12 表 書院教育のよかった点
m, H ｷl!i ｷ16 
J'i 
'·‘'{ 
~ .10 ~: l:I 3・1 :Hi 38 ｷIO ・II ・t:l f’ 1( 1!/1”l Hトリ／ 1111\ f-Hi•W・！39 
先議がi止 fl'ti:fi える，p:1J;n 10 tJ 8 I H 6 同 ti 司' 8 ・ 1’ 9コ
~ ’M 制 教 if 6 1 10 ｷI 10 自 日 8 : ti ., 日；1
日中アジア級住 ・てー》 ・・3- -, -, -, 16 
現地での χi世教育 3 
大 旅 (T ., -, •J’ I 
!'.I fl 」i- 自 ，・，, ・ 3
教師と学’i；の交流 3 ・ 1・
ijl 学防相，，教育 -, ・』J ’- J 
f高神約百、礼儀 ,, :> -, 
入院！形1,x 、 lilff と iett ') 
~ ''I・ 教 d,’u I ., -, 10 
少 人 ;'.{ 教 -f'{ ') 
歴史、 j世 j!j! ，文学教育 ・3
同 際 人 ？を l戊
2、. ぴ〉 他 3 ・>ー 司. 
. 
1i、、 a1· ・M12 w 12 :15 33 18 :10 39 20 26: 13 16 l 23 12 ¥ 2 :121 
( I !J!J54-'-アンヤート L り｛乍／，＼：）













































33 借金／nlZ おはな草生v,f).J,lc 阪‘U,fu1'：：奮は辛烹：t’.，， fシヤー 1・沼先－~・ら←
4:! l-13 
!;irn,I : ; 
－~~卜331:1- /~:I !tI ｷIO 1·• I 
：ド：！？














































































































19 35 3i 44 』 :i •16 l勾 容
~ 30 ~ 33 :H 36 38 •IO 41 42 43 子lヰ！噂l"I 予れ目。『！”！
合計
39 予H 専門
＃.ドiで上級生による発 E検fl 3 6 2 5 4 5 2 ;i 4 46 
発 ff・ 教 f ワ 2 4 2 3 4 3 i 5 3 38 
~ 月l 宮t支>, 2主 3 2 8 つー 6 8 2 3 今 旬勺 41 
実 地 ザ、手 礼s 羽, i斗 2 2 3 3 5 5 •1 2 2 35 
中liJ 人 E I! 本人夫 ¥1:/tの？U 3 2 3 3 5 3 2 3 28 
午！日人事語；： I るマン 7 ーマン 1H 2 3 18 
すぐれた教師 2 10 
Jti ，.；：伝来時聞が多い 4 9 
テキストの九暗記 ワー 7 
反 科i 効 * 3 I· 分な基礎カ 3 
文 il: と i事 説 3 
完成された体系のテキスト 2 5 
北京官 J,s に微した
学生による気を与える 2 
道： 見 な し 3 ') ? 10 
卸 記 人 9 2 。・w 5 4 3 4 5 3 3 日： 52 








第 15 表 中国語学習
H 行ーなう紙足立日中心の教育」であるコそれは「楚音教育－を加えると大さなウエイト合占めるJ中阿川品川の先行にはい本山音にない立日も多く、建立H時に動かす口の運動mも大きいAしかも問戸とその変化という日本治ではなじみのない制械が多く、それだけに日本人にとって楚汗は重要な中凶語教育の基礎であったのl:i ｷlti l’t ’が :~8 ~ 33 :H .Ii 3!1 ＂°・II -1a f-1 ド WI”！ Tｷ F干 j リ11"1 ←f・ 11: ,),:J”! 一ーー－－.ソスターできた i -”'): ‘M ’ 5 ＝、 -, :!8 設E t ずまず 20 9 :.!O 1ｷ i 10 ti 106 院の
t：： んと治、 日 。l l 五 7 日 10 6 7 i 10 5 ・ー》 95 学t  ’ スタ 一部だけ -, 6 ・・．予 8 5 I lfi! :i 9 Ii 6 3 90 
の｜ できなヵ、った ‘・ 5 7 3 33 中状




19 i :10 15 ・ 1I .JI 38 :lJ 3:l 2・“> :1 ・I: l!I :178 
現(E して L、る 10 2 自 8 1 勾I 6 1 6 2 ・ 9 fi i 3 95 
E年々 I 7 15 16 :.> 8 1ｷ 8 6 4 110 tド あ去りしない 2 3 10 ー 4 I 5 7 ？．っ~ 11」
Mt し ti: L 、 Ii 2 I:! 10 6 6 3 fi; :.! 6 ,’ 3 84 
ぴ〉
2 i :l勉強を 不 tlJ 包・J ’白> 2 17 . 
19) 30 合計 -1 15 ｷ15 38 2ｷ1 :n :l りuの- :i.t; 19 15 ・ lI :178 
( 1995 ffアンケートよ句作成）



















































































































の「大旅行」にもあらわ 日中間の緊張の小で調査地域のほとんどは満川 限られ、「大旅行」を夢見 いた書院生を戸惑わせた。三四期生 「大旅行」の途中で球泌備事件が生じ、旅行の中断を余儀なくされ、以降、ァパ旅行」のコ
l
スは治岸部などに限られ大幅に縮少され「十八旅行」の








以上のような一一九期以降の「大旅行」をめぐる環境の変化の中で、それでもなお書 生の『大続行」への期待感大きかったの同災によれば、「現地 人々との位使交流」や「大陸をより広く知りたいへ「中国の実態 も よ 知りたい」とする願切れが強くあらわれ、そ 期待感がふくらんでいたのに対し、その一方 ‘三五期以降みられるよ
同 z. J骨 r,;.:記念Ill :IH 
『大旅行』への期待
期 35 37 内 'fj. 38 合計
~ 30 ~ 33 3ｷ1 :l6 39 40 ｷI 
現地の人々と直後交流 6 品 7 句今 6 :1・1
中国の実践をより深く知る 3 .J つ
大陸雄飛の拶と冒険 3 。‘・ 日
大陸をより広く知りたい 日 ・予 1 
未知へのあこがれ :J 7 
.1t京泌がどこまでi曲川するか
方言を知りたい ・>ー
期待と不安 。臼 -“ , :J 






ま量 務 1名 ワー
あまり期待せず 3 －,ー ’3 13 
能 B、r~ 入 8 日両 20 向, 3 ｷ15 





















































39 II[ 主主！”l Z ＆~耳主~民主力航路一東奪1・ll ".tl!i右手建立よへ山r←ケート Z四if ！， ・ら
第 17 表「穴熊行」コース選定の理由
期 :¥i r'ｷJ '.iiヮrー :!8 ノJ、・通zI 
~ 28 局、：tl :1., :w :¥9 40 41 
テーマに上る :, 3 ti 7 31 
行きたい地成合選ぶ :"l 村 10 26 
教授や学校の.!l)J立、指＝尊 η .j つ ワ lｷI 
班員の:fi；§＇！＿による ・ 3 13 
排同や戦争でコースが限定された 8 8 ’> -, ・〉
体力と効率上から i:Sぷ
偶然決った :! ヱ
大体決めていた 。 .-:, , 
て ぴ〉 （庖 3 
.'; ~ 一、 れ た ・》 4 6 
無J己入． 下l別 抗 0 百 I fi 1 8 I ろ I
ノt i、 n々ιI 1-1 23 19 23 171 
(199!i 年アンケートより W11'<'.l
第 18 表『大旅行』による中国への理解内容
1i (t lUI :18 u &f
~:! H ～ね :1. :lti 39 I ｷ10 ｷI 
広大. !lt 大 3 6 1:1 :>
大却をの貸しさとおニ＇｝； ,, 
大衆のたく司主しさ、エネ，t，：.！；＇ー I 向 10 
iヰ 1t:<1）匁Lieぬ民b女性の rt!jでさ ・》 3 同. 
地域と I＼＇：肢の多tlH't コ
三J／：と民終の多係性
j昆 ft1 ft Iミ民 3 Il 
日中友金fへの共感 ・>ー
文明の地 I!並走
ヰミ 11 性 2 司




抗日 i!E!WJにショック :! 
農村を見る ifI要tt -, 
そ (/) 他 -, 3 
理解でさてない 日 I:! 
毎 Z己 入 8 6 8 51 
／ι、a 通pι, 19 23 14 45 3ｷ1 :!O :10 l 白5















































41 破事河文書院1=~ ＇.士山f.\l，再 販唱・ f.司文 11.主$：~民主へ山－，•：，ケート m Ii ！. ・ら
第 19 表「大旅行』中の中国語
!OJ 35 内 ・2事 :!8 必g 入，，場，r
~ 28 ~:l:l :14 :rn 3!1 40 '1 
大体通じた 1-t 6 7 13 1 i7 
十分 iJ!i じた 。ー 5 1:i 
官吏には十分jffi じた 今・．
どうにか通じた －山) 3 1: 
少し通じた '.! 
方I?Lt通じなかった ‘>ー ・4》 ti 
専門mJ1tはむつかしかった :i 
不十分だった :1 ti 
全く通じなかった ., 
地岐に‘k る
筆 E員七加えた ・〉 4 
あ支り；Sさな5・った ω う .j 
盤 dもじ一． 人 3 3 3 :i 司 2リ
f'i" ”H’ . ワuリ包 t:l 38 ワ2 30 16:l 
( I !J!l日年アンケー卜 .l り fti11tl
写真B 『大旅行』への総立ち。
r.~ z J;f.ι，：己合 ~］ 42 
期 35 37 P1 A廿4・ 38 合計
~28 ~33 34 36 39 40 H 
見聞を広めた .j 3 15 ti ・・．) 3 3ｷ1 
現地で先輩からの歓迎 6 。‘・ I 7 ’> 29 
中間の民情を深く匁1った 3 ワー 7 4 18 
新しい経験や体験 ワー 7 
現地の人々との交流 3 ワ副 8 
中国 Uf ；こ n 伝 2 
臼 ta~ つけた ・》 3 
中凶＼11人や野望誌に｛制獲 ワ掴
母：｝ lj'(t 3 
とにかくよかった 2 4 
自 1i1 ・（＇；楽だった 2 3 
各機聞が好.Q:的 ワ ・－} 
危険を感じなかった
ゾ i監を見るこ士ができた
-ーL, ぴ〉 ｛也 4 7 
とくになし、 ') 3 6 
経 記 入 6 3 13 8 1 9 5.¥ 
tl、 ~l· 2ｷ1 18 •IO 37 23 29 188 














ない」とする回符がわずか六件であることも、二のことを十分に裏付けている。そのほか、「中間必に自信をつけたり」、「大旅行」を完遂したことでの「自信」や本人 とっての全く新しい領域を「経験や体験」し 達成感も担問見ることが山来、後述するように、その後の人生にもこの「大 がもた‘りした意縫は大きかったといえそうであるまた、旅行先の都市で書院の先鐙そ訪ね、先輩も を大歓迎すること七大きな事びであ 。この時期 なると、先輩が各地に広がって活臨するようになり、先輩の活叫ぶり企見るととも 先輩から地域情報や調査の世話を受けることもあった。そこに先輩 後輩の強いつ がりが見出せる
3
43 !ff ，］！（［司~嘗F主 q; 1: ’上山軌11).-J転叩［i~ 1::書院卒業1:~、山アンケート Z悶丘I,•ら
「大続行』のきしかった点
期 :l:i 内 容 :iお （』λ目； I·
~28 ~ 33 ;~4 :16 :l!J 40 41 
i何）；（虫、シラミ、ノミ 。ー 1 













．也市J ,J) m 界 ') :i 
戦争，、の疑問
そ ぴ〉 他 ・》
問った点はなか勺f二 tJ :J ’ J ~:, 






lulX 山内記念 Ill ｷI 






























































































































































に－悶っているといえそうで 内市北は広 合一．小十キーワードを除くとキ ードにまとまりがみられない。北京や天作のような大都市調資の脱民と 包頭や帳山本けの上うな周辺部を巡った班員との問 ギャップの大きさが示されたも というこ ができる。また満州・禁中白ではそれぞれのキーワードが当時の状況















うち生き小しさと儲かれ 日誌に注目 ．これまでニの日誌合活字化 て出版した「いずれの作品 すぐれており‘一一C




られたためだが‘その中に参謀本部への送付用複写があったかレしうかがしばしば問題 されてき 。も 参謀本部へ道られてい ら、書院生の成果は何らかの形で参謀本部で利則されたかもしれず．そうなれば 戦後の日本で流言された書院の性格論にまで影響するので ない いう考え方があるためである。
l同宣書院Jt!：：：綿 46
第 23 表 『大銀行』の回路、報告書の線写部数
矧 35 :¥7 l勾 容 :lH fr ・a・LI 
~ 28 ~ 33 34 :!6 :l!l ・IO 』I 
l 部（正本） 3 3 8 :) 19 
2 部 3 2 
{ 
鎚 3 打店 1'I 
3 部 4 出 8 4 出
-t ~ 5 部 2 せ せ 3 「F
6 ，、．， 7 部 } ) 
銀 守n＇」, 入 12 13 34 23 l•I 96 
合計 18 24 ｷ18 :m 。ー。・a 150 
(19!J5 年7’ンケートより作成）
第 24 表 「大旅行』のその後の人生への影響
WI :!5 :1 』勾 を長 :!R ノl、Z p 2ι I 
~ 28 ~ 33 34 :lfi :!9 ｷ10 ,ti 
自信がついた 5 4 13 
岩子縫を耳E り趨えられる 2 5 
チャレンジ精神 ワ 2 2 6 




広い線型F 2 2 eー, 7 
人生も旅行
協 調 性 3 
体力の版界を知l る 2 
友を iヰた 2 時
枇 職 先 ワ
判断力、考え方 2 
外国旅行の楽しさ ワ・4 ・ヲ. :) 
臼 主1 性 ‘・》 2 
安 k抗 感 ・ー》 2 
とくにはない 2 2 4 20 
鑑 Z己 入 7 14 。 19 12 10 13 80 


































































界へ身を・けら世 た経験により‘それが高院生の 後の人生にレ」って多憾な形で影響を与えてきたことがわ る。そしてそこにもまた帯院教育の方法の成果を見出すことができると－
d
ってよいだろう。










心に外地 就業し生活をする卒業生の都市・地区別の分布図である。地名が見出せなかった符・十 卒業生については分布図上 表 出来ていないことを断っておく。それによると、母校の上海を中心に中岡本土では箪北に
多く、その西限は包頭や山商省の運城まで、都中中は漢口とその川辺で、西安は皆無である。実際、西山女を訪ねた「大旅行」の斑は こ 先輩に会ってくつろぐチャンスがなかった。また最南では沿岸都市に分散 て るのこのような状態はそのまま当時 日本企業の中国での進出状況も示しているといってよい。
一方、満州も新京を中心に主要都市や鉱山の町に なり












地域に分けられ、この岡地域単位でみると日本での就職が晶も多いが、次いで満州となっ て 中国よりも多い。ただし、中凶と満州を加えるとその数は日本を上回る。職時間では商工業関係が最も多く、や り沓 特徴があ われている。また 内で日本官市民も多く‘そ 多くは領事館員であ 新聞や通信、教育関係に のも特色である。満州では官吏が商工業に次 臼なつが、これ 前述したように満州国の成立によるもので 国成立以降急刷惜 部分である。
ところで前掲二五表にみられたように、中国で就職する
符の海院生の中には日中戦争が始まると兵役の召集で軍隊









0 黒河 ""¥ ．〆 f








































JUI 3!i 37 内 容 38 ムロロ守L' 
~ 30 ~; 1:1 3・1 36 39 ｷ10 』 l -12 
商社、貿易 :1 3 JO i つ- 2 31 
満 鉄 3 持 つ』 9 M‘>M’>
金 融 百 3 3 2 。』 15 
鉱業、石油 ‘’ 
鉄道、交通 2 。・． &‘, , 6 
t毎 連 ・2 ,1 
教 員 2 
新聞社、欣送 2 
~ U: 2 2 6 
大使 ワー :i 
家泡・メーカー
造船、製鉄 -, 。・．
紛 繍 2 
民会組織 。-
政治巡郵j つー ・．》, 
兵役‘ ill fJ5など 3 3 :i 9 18 I fiO 
そ σ〉 ｛也 -” '} :i 
不 明 3 10 8 忠 司, 35 
























































51 時！サEl•n 宣言制定卒業生山航跡←41•量ii·司文書院卒更生，、のアン今一ト調fl ／； ・らー
兵役後の中国への態度
！明 35 37 ・14 ｷ15 内 容
~28 ~:l:l 34 36 38 ｷ10 41 42 4:l 子科／ JN111l 予 fl! 専門
ムCl 別ヨ 』・, 
39 
変 ら な L 、 3 8 ・I 1 6 10 20 10 7 7 5 98 
:｢.: ’二》 た 2 ;:, 3 -‘p ・ 1 ・1
中国の偉大さと強さ e“ , R 
日 友好 会』 －・p, ti 
中国への観近感 3 何. 




と く j ,’ - な し ,, 3 4 Ji) 
無 記 入 l:i I 4 14 16 9 13 10 見 -, IO!i 
.. 
ιd、 Mlfｷ リuに・， J.I 31 31 リMリ- 20 26 ¥ 17 1 [ 20 289 
第 26表































Jtl 35 :n 4ｷ1 l勾 ・谷
~30 ~ 33 34 36 38 ｷ10 ｷI 4:1 fl摂理｛ I”i 子れ専門 H（・専門
ノι、，，ョl 』I 
39 
貿易 商社 4 10 5 日目 9 6 4 ・ ·I 66 
掌l 造 3長 3 9 5 :! :1 2 3 -, 3 コ -15 
報道 tl ,~z 2 :3 5 6 ・．) 7 2 。ー 38 
教 員 3 2 3 9 -, ') 39 
金 崎直 3 2 3 リ白 ワ白 '} 開, 34 
rn1 家公務員 3 2 I 日 2 :1 2 
公 務 t 2 I ・予 14 
運給 交通 10 
流 通 。~ 5 
偏食、サービス ‘M , 9 
医 附i 3 
ｧ>-ζ n ,. , ・） - 2 19 - :>
！ζ ~!; 
石川1 電力 。臼 4 
将t 里11 :f: 6 
外 [!j 金 業
自 符 3 :> 
.:z、' (!) 他 e白, 2 つ l ; I 13 
不 lJI 。“ 日・1 ワ リー I I 21 
ノ，＿，、”b 』I 2:1 12 16 45 :15 23 33 29 20 :19 j Ii 18: 28 I 1ｷ1 j 10 362 
第 27 表




























53 lit歪問主畠院ホ草生のt.＼草作一月巨 ,jfl,;J 丈＆ I"之卒業生’，，｝） アシ’Fート到 >i.1••,
第 28 表 『書院の閉学』を知った時の気持
Rl 35 37 4ｷ1 45 内 世0マ・
~ 30 ~ 33 3・1 :!Ii 38 -10 41 42 43 'J'-t干 i 専門
{j、 ”ーをI-
39 予g,l厚門
投 々・μ，、・ 5 3 I:! 13 10 J:l 8 4 10 [ 6 I !10 99 
苦しみ、なげいた 2 ・．> -. , 6 
やむをえぬ 4 1:1 3 Ii 討 5 5 15 lfi 3 6 90 
当 1.t -, -’) 4 -, 。ー ・》 17 
関 ’し、 な L 、 3 
あ J』¥'. I;, 喧1
時代の流れで失なう 。回 司 3 12 
感 慨 怪 鼠 ’M ' :l 
歴史や精神に残る 2 
自分のことで筒ー何： 臼。 3 
再開は無理I! だ -“ , 
開校1:1 日中昭~；こよく It い ワー
なつかしく J思った ') 5 
他校編入を考えた 4 
再開を願った 2 2 ワー 2 つ •) 21 
愛知 k学で m ..：：を願った -, e‘, ・ -. , 3 ・2 。』 19 
そ ぴ〉 他 3 3 9 
主E aョ，ー」, 人 (i ・』> ・Mぅ， 6 :J ｷ18 
合計 18 27 1- ｷHi :¥,( 23 :rn 30 22 :!7 ' 28 16 [ 28 :!52 
(1995 年アンラートより作1,1<:)
第 29 表帰国後の編入学校はど（回答分のみ）
fli 日i,一． H 45 45 46 ｷIi 合計ｷl:I 'f,・ n 内 fllj F科 専門 fｷH WI”! 
愛 知1 大 ’“-; ’・. リー 勺・． 12 －匂, 28 
京 都 大 ，→ムゐ. 10 16 
}t! 京 繭 大 -. つ旬 9 
神 p 尚 I前 8 1 
大 阪 商 大 ワ ・3 10 
旧制佐賀高校 5 
大 阪 外 語 :1 
東 J式 大 ，手拍・ 。ー
東 ,'ti 前 自iii 3 3 
中 失 大 ,•'": 。“ 
紅殴大（ t石研大） 2 
長 崎 『均 ,m 2 
i, 、 t湾 大 学 ・〉
l日 日明l 山 If~ 高 ・》 ‘>
干上 ~ 人 日 10 
Jf! 4ヒ 大 学
九 ,JH 大 正・会. 
曹主 見： 大 t許
易、 ぴ〉 i也 ') 3 - .. , H 
不 明 日 3 eー, 2 16 













う気持が相半ばしている。「やむをえぬ」という気持の中にも残念な思いが重り込められており、残念さとあきらめとが棺維に交錯した思い なっていた いえる乞一か、二件聞を願った」思いも少なからずみられるが、上泌にト仔布してこそ書院であると う気持もあ ことが回答の文面からも読みとれる。そんな中、「品質知大学で継続してほしい』というお院への思いを愛知大学へ託したいとする願いもみ れいずれにせよ、約五
O年前書院の関学を知った時の書院
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中国との絡関係（その 1)
期 :l5 37 44 45 46 1＞す 容
~ 33 34 36 38 ｷIO -1: 子fl ：・ J.lj:f可 H（噂！”！ 予科； l_lj.!111 合計39 
戦中 ある 6 12 15 10 13 9 9 61 1 3! ｷI 136 後の回と ない 23 9 3:l 1:1 16 19 I 25 8 12 1-1 -I 220 
｛幕t係閉 不明 ‘3 ・』') －・，, , 'I ：、 3 23 
はが 合計 41 15 47 38 :l :tl ・3ー・>ー :H¥ 19 19 ¥ :rn 15 ¥ 1 :\7り
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f事i：の 不明 15 9 26 28 10 12 14 8 11: 4 ti: 12 IO; 2 l(i, の係関
A 汁 41 38 24 31 33 －・，e・担> :M/ 19 19 30 15 1 :!79 i立
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第三三炎は中凶語の閉店怠な分野を「読み」、『書き」、「会話」のそれぞれについてそのレベルに対しての阿容をまとめて示した・ものである。それに上ると、「なんとか」出来るレベル以上をみると、「読み」では実に八じ・五パーセント、『おき」では六五パーセント‘「会話 では六八パーセントの卒業生が今日なお中凶語を生かす力を っているこ がうかがえ 原点の書院教育の中で大きなウエイトを占めた中国指が十分価値をもち、省効性を発測していることがわかる。最後に第三四奈は、日本における中国関係のボランティア活動の状況の回答分をまとめて示し
1•1 士 i!JJ;，主L・：；，（唱 56
第 31 表中国との諸問係｛その 2)
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第 32 表中国語への親しみ
期 :l5 37 44 。15 46 内 山符
~ 33 :14 :rn 38 40 41 ・13 予れ： 1事！”！ Hli 咋門 合計39 M｛ ~f門
現在 よ く ！史 フ 7 3 3 -, 自 ') 5 -15 
、 H寺i
”r I~ フ 9 5 13 !J 7 8 10 7 8: 12 3 6 2 103 
中 あ支り使わない 7 6 12 10 3 1 9 告 8 :J 3 99 
国 ｛定 .b な L 、 18 2 17 l'1 10 自 自 4 12 7 8 司 4 120 語
σコ 不 明 2 3 3 13 
使
用 ［、＇ iiι , 41 15 ｷ15 38 24 3) 3:1 ワMワ旬 37 19 191 30 15 [ 11 379 
( 1995 ！（：.アンケートより n~h立）
57 11( 咲かJ,t自民卒業当の似跡 11!•1!(1司t書院卒業’t，、の7ンケート測貨から
第 33 表中国語の得意な分野
期 :!5 37 ・1・1 -15 46 内 3手
~ 33 34 36 38 -10 41 -12 u Mキi 噂111 H(r.･1"1 fｷHi 1/fr'J fι入’”金LI 39 
者｝ 意 ｷ, 『 8 6 日 5' 2 2 ・ 5 5-1 (26.9も）
読 まずまず 17 17 15 7 l:l 19 6 12 6 7 2 2 129(:J.1.0弘）なんとか 7 9 10 , I 8 H 1 8 4 I 8 -・〉 101 (26.6%) 
不得 E fi 8 0 '.! η .j 6 3 9 :J :, 66( 17.-1、｝
,1-J. 司J I列 H 5 ・》 : .・ B .. 29 (7.7'¥) 
a- ~量 I· -I 15 38 21 31 :1:i 匂－) ・旬) 3-1: 19 19 30 151 1 3i9( 100.。、）
.!J: I 九 刀 ') 2 3 31 (8.2¥l 
書 'l: 寸d まず 10 i 18 10 3 リ 10 時 4 5 3 ’P 9:!(24.5りなんとか I 6 12 12 6 10 1 ・1 10 9 8 ｷI I I ・》 122(32.2¥:l 
不／！十 j窓 8 2 9 I 7 10 7 円 1:1 :1 Il 9 5 10・I (27.4も）
会』? ヰ； 19J 5 :, 6 3 3: l 2; I 29 (i.7も）
合計 ｷ1 15 ｷHi 九時 :1 33 －・！2 3ｷ1; 19 HI! 30 15: 1 379( 100.0'¥) 
,1匂ｷ; a喝 :> 。・e ・3 ‘‘’ , 4 ・ 3 3 3・I (9.0¥l 
ヨtエ>. まず t ず 10 6 1ｷ 6 10 I 3 9 日 3 ・・，) 96(25.:1句）なんとか 1:1 6 12 J.l 5 12 1ｷ I 10 日 5 』 9 129 (:!4.。句）
不得.~： 8 3 1 I :, 司. :, 五 lI 2 1 日 5 92 ( 2-1.2『）
d5 1~ l列 3 :i -1 2 28 (7.れ｝
へLI n 孟 LI ｷI 15 38 31 :i ')') 3-1; 19 I l』： 30 l:i 1 379( 100.0、）
（！（）%年アンケート t り｛判，x)
第 34 表 日本での中国関係のボランティアの内容
19 ・1-1 ｷ15 16 内 ．各
~; I() ~: l:l :H 36 :l8 ,10 ｷI ・13 ·f-1い咋1111 r-n ！咋I'’l Hli ・.＇／ I”l rと－；－”3t :rn 
日，， ir問｛系 ill 設で i芯 !fi/J :l ヴー 6 ・ 3 :l ’B う＿.，に
中 If.I 自Ii 教師 ・』) :! ・』> 3 2 -, 3 
tjl 同留学生の jlそ Ii丹 3 -, 18 
残 i沼孤児の tit ,1& ;>
翻 訳 通 itR 2 
中 国 h汗 究 9 
引 t母音の世話 ・－》-
中国人への II 本語教育 2 
中［！J人への吋ーピ＂·文通 •) 
日中合弁企業 -, 
中凶 11,\J 係 !'I ＇.貸出版
日中関係クラゾ
1:ι3 ‘ 湾 lif 究
台湾の手伝い
中 国 ぴ〉 f議 ！羽
日中関係スポーツ
中岡本仰の講演
合計 6 司 :1 8 リ 7 12 9 9 ｷIi 8 7 : 9 I j ｷI 101 
(l!IB5iドアンケートより W1~）















れだけの中国関係のボランティア活動を行っていることは実に鮪き、敬意を表することである。ボランティアの内容は日中関係の組織や中国語の教師、中国人関学生の欧活などが目立つが、中国研究を続けるケースも目立つ。そのほかのボランティア 仕事も多彩であり、書院卒業生が卒業後も何らかの形で中国にかかわろうとする姿勢が二の表の中でかなりはっきり示されてい といえ 。そこになお書院教育が脈々と生き継がれ‘そのバックボーンに 精伸がどっしりと生き永らえているこ
Lしを知ることができる。









分けられる。まず最も多いのは『中国への理解と視しみ」、「国際感覚と世界 悦野」など、中間に対する強い関心と理解であり、中国上海で学んだことが日本を外からも見ることが出来、またコスモポリタン的センスを養成 ことなったということである。これらは後述するように戦後の日本社会の中で強く自 したことに違い い。またもう一つは「書院制神」や「人間形成」、私利を求めない「非出世主義」‘ 精神皆学、儒教」、『使命感、責任感」などが不すグループであり．人の道、人の生き方 原則にかかわる部分であるのこの一一つはすでに前述した 教育の特色」であらわ
れていた点である。前者は書院の建学の精神「興学要旨に沿ったその反映であり‘後者は書院の教育方法「立教養義」に沿ったあら れである。全体 して書院教育の目的が明憾な形で書院生に受容され今日なお継検されてきたこ
59 唱（空かl ）.；~民主宇 i, 魚川航跡一夜空i[uH; ＆；主，；＜： $.·t－、のアシケー｝調貴乃・ら
期 :J5 :17 44 •1:i 4自l付 'i 
~30 ~33 3ｷ1 36 :lfl 40 ｷI 43 H千i専門 予Hji専門 千代専！”！ ｛；－.苛ι’ ;19 . 
大いにあった 3 a 2 ’M ) 5 ・I ' 5 2 l I －・，， . 33 
中凶への.PW と iii しみ 6 2 8 8 :! 9 :J 3 ・I ｷ 2 2 6 ・．' 61 
l司際！感覚と世界的tl!J!f 3 3 9 3 。“ 3リ
中国語を教育できる 3 3 
戦後に「t きる 1） と (I!,; －,ー 3 －旬, 1:1 
書院精ドl• とその誇り 2 -, -, 14 
先緩や友人~ iヰた ワ旬 3 13 
附 Nr 将学、儒教 3 5 
人 fil 限l ・ヲー 8 
？を縫時の；底抗力 抗
人 問 ff~ r:t 。ー 7 
大陸的 lJ おらかさ ・・．> 3 
就職先 仕事 ・1・ ’‘>・ 。
;ltqfl 世t+.：泳、 Uf'J 少い ・》 8 
使命 11!,. 責任感 3 
白 .¥L t1: ‘>ー
協調 t性t I I ！引：：… 仁l一”引5 リ:! 自！万 2Ii夜でのす！震の '111!;1の i; 宮1 I :! I I その他・I :I I I I I I :i I 1 ・ I 2 
ない 2 I I  2 :1 I I :li I 2 2 
無記入 ·I I 9 IO :i ｷI :i fi :i I 6 ｷI 2 : I 














第己六去はそのよう 総点から、「他大学出身者し」比較した応院生の特徴」についての凶符合キーワードとしてまとめ、示したものである。ゎ火に心される上うに、この設問に対してはより多くの附答が示され、それぞれ思うと二ろがあ ものと忠われるにそれによれば、前掲 二一五夫 みられたように、書院教育の二つの側出、つまり一つ
H
は日中世般に
かかわる中同へ 理解と縦しみや国際性 そ て一．つ日は郎教的凶即刻一に耳づく人道主義とが・』こにもあらわれており、そ 点は書院教育の中で育った書院卒業生の大きな特徴として十分に自己評価してい
1・ ll セ書院？.L!.~：現l 60 
第 36 表 他大学出身者と比較した書院生の特徴
JUI 35 37 44 45 46 内 'a: 38 合計
~:rn ~ 33 3ｷ1 36 39 -10 41 -12 •t:I 子H;I// 門 予約専門 f-fヰ専門
受校心と団結カ 5 2 7 3 7 10 日 10 3 ・ 4 :l' I 70 
移t !i'-f カt 広 し、 2 3 2 5 3 ・．) 刀 3 6・，. -. , 33 
中国への理解と愛務 5 :i 6 :1 6 2 2 。ゐ 30 
lil 際的なセンス ・・》. 今 日
rn前？ λマートでなく. l>んびり 3 7 3 4叫4 ”I 
誠実、人情、礼儀正しい ・．) 3 18 
Ul極性、使命感、個性的 2 つ・，
立身1lll世と弘和jを望まない 2 ワ旬 3 l!i 
';( ft と ft aノζト6・ 2 2 。』 ・．> ') ・a
ｷ1 断力と優秀さ 2 8 
ほの下のM与ちと社会的rt献
豪放さと飲泊． 2 つ包 8 
γ：んだ科目が幅狭い 2 
('.I :ft 泊t f愈 3 
外国人への慣れ 3 
-－、.. 旺3 他 4 1 2 15 
I.: し、 :l 4 3 18 
駐在 記 y、 店 2 2 lfi 5 I 3 :1 :1 5 i 2 0 ・’〉, ｷI . I 65 
f’、 d”I· '.!7 1 13 •Iii 40 2:1 33 :>6 21 33 [ I リ 19 19 5 366 
(1995 ｛ドアンヤートより 11，，戊）
写真C 毎年同窓生が集う新年賀間交後会（1998. 1) 
61 ‘主主互r,,JX 』； i;記号R 草学のt.＼跡－ Ill：咲か： x,:rさ半世’仁、のアシ •r v寸前世か人一
新年の賀飼交役会での『大旅行の歌J の大合唱。（ 1998. I) 写真 D
ることがわかる、
サて？二＼それ以上にここで一市されているのが前二者とも












イゲン イティ つながった。それはさらに戦後 間学いう川神的支えの出失の中で、中刷では 大手の本業生が新たにた知の日本での再出発を同らねば らない厳しい状況下で、さらにこのアイデンティティが 化され‘それれ休日川仙川神的な支柱になってきたといえる
c
それは俗にい













第 37 表 先輩・同輩・後箪の聞の特徴は
期 35 37 44 
同表によればかなり多憾で多面的な問符がポされている。それはそれぞれの立場での阿窓生とのつきあいの小から生まれてきた表現によるためであろうc
•15 相互はどのような評価や意織をもっているのであろうかJ第二一七表はその点についての同容をキーワードとして友とめ、示したものである。設問は「先輩、同輩、後訟の聞の特徴」に関する内山什について尋ねている。ｷ16 1ｷ1 容 ~28 ~33 34 36 :!8 40 •II '12 43 予防：専門 子科［WP司 -r-n：，年門 {tJt :¥9 純しく強いつながり -1 3 -t 4 7 9 3 5 6 2 -1 今・， 56 変らぬ伝統輸11• とおり 2 2 1 i長績のめんどみがよい 。白 . -, 3 3 ー・〉 18 
みな↑長男児、主mあり 臼今 2 2 3 13 
みな ill：取の気性 。“ ,. , 白
~実で信義厚い 2 3 ,-. , 12 
f見 事f 2 8 
大らか. nm. ；ηんびり つ 8 
中国への里ll 解者 2 6 2 2 ’2 19 
日中 HII の橋 t澄し 白つ 白., 6 
同 際 派 0 
側 性 U長 ‘> 6 
魚11t r,•1人長後で分かれる ;) 
30 鴻までとそれ以降で分かれる
先輩ほど書院生らしい 2 2 7 
先輩への毒事敬 2 3 
一僚にいえない 2 5 
とくにない．わからない 2 2 ・－'} 6 3 3 2 ’予 27 
そ d> ｛也 2 5 3 ．・》. 18 
ft ~ ι I 9 13 8 27 15 18 26 15 1s I 16 12 i rn 。 236 
( lfl95 lドアンクー卜より｛乍11lU






















仮校舎へ移らざる えなかった書院生の中国に是をつけていたい気持と、当時の戦況の中で店間民間等からの書院べの圧力が背景にあったこと、し し‘教授会は市郎か の要叫印刷に即応しなかったとされる
ω
また、内地の大学と同係、戦局悪化の山ヘ一九四三片山に
なると徴兵猶予の撤廃、勤労動員、繰り上げ卒業と詐 七順次戦時体制に組み込まれていった しかし、これら』迎の動きは書院だけのことでは く、内地の大 と変わらない動きであった。したがって、この戦時下 励きだけを取り上げて書院を特別にスパイ学校視するのは早計であろ
中川での話会さけたりした時間さえあり
第 38 表
！明 H ｷlo , 'U i~30 ~:l:l ；ト1 :l :18 ・to ｷI ,t:l ('fl i •}fl ”! f'f （ 専門 fｷ f干： f.'/1”｜ ft ＆ 十:m 
そんな見万はありえない 10 』’> :l 5 今回 5 3 3 53 
とんでもない、パカ ， fている コ 2 10 2 8 2 ;j I 
心外だ、くやしい ・・》, 7 3 '.! 
その上うた事実はない ヴ・． s 
a県 角草 だ 6 8 5 fi 9 6 -., , 5!l 
偏 見 t: 』。 ・》 'ー} 。- l!i 
ね 〆コ il だ -. 
ひがみ、しっとだ ワー 日
知2誌のない人の考え -, 3 1: 
無悦、 －笑に｛寸す 乃 ') :I l!I 
況にや1 m されたか ., -, 
旅行報告畠が利Ill 訂tたか 4・a) 司I 
当 然 だ .. ,
中 :!I’Bからλtufやとそ U;;;•t -. , 3 3 ・・M' ・》 ., -, 3:? 




わ か り f主 L 、 ・u1’ 
η ・ 9
I I I 
無 記 3 6 3 3 ・・3. 2 j I :i J :l 32 
合計 23 1 ・H :13 26 31 20 30 ; Ii 21 23 16: 9 3ｷ12 
lu1 文書1；，；：，日念軒l ti•l 
東亜同文書院へのスパイ視の見方について

















少の粁余曲折があったとはいえ、書院開設時にはその開設け標は日中間 迎携として明織化されている。その阿保下で、純枠な目的と教育方法の中で発足し楚燥した書院が、日中戦争の激化と日本側の戦同の忠化の中 、書院も最後の段階 否応なしに戦同 中へ巻き込支れるに干辛口ったのは事実である。そのことと従前から継承されてき 「大旅行」とが辿也され．「スパイ学校」悦する川叫 が立っ とうことであろう
c
書院卒業生の回答内容は、この風評や書院の性格をめぐる挑論に対する具体的な凶先日としてト分・泣味があるといえる。


















ると、「玄ず支ず満足てとす 凶芥が全体の過平合占め、それに「大いに満足」の阿容を加 と三分 二の問答行がほぼ満足した人生だったとしている。若干「不満足」だったとする回答者もみら一れるが、大勢としては 満足」との問答に正爪なところこのアンケート合実施した貯水針は小ツとしている。書院
hHr
業律いは戦前から戦後の激動期の中、そ
れも山中凶での学生生活に加え大半の卒業生が中国や満州でや一日され、戦後の紙しい殴岐 遭遇されて 多くの苫労を経験さ たからであ
それだけに、この多くの『満足感」は、激動の時代の山
t
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第 40 表 印象に残る教師たち
j羽 :15 37 44 45 46 ,.] 信4句I" 




. - ........ 真 次岳 郎山 1H 陽郎 4 6 8 II 29 大谷十孝欣太 2 3 大 ·t ー
山 rn z量 草子 3 4 3 13 
馬場竹鍬太郎夫 2 2 ロ小文 2 2 5 2 2 4 21 
鈴消林 木水 択哲蕪 郎三夫 2 6 4 9 6 6 4 司 3 :, 62 2 ? ・4
2 
徳 fit 文太 夫 3 5 和山崎伊 日日 3 2 7 
悶 1fi 次教 郎中国，，、I人師 ? つ・． 16 大 院良長IS 4 4 2 1 仮本一 2 7 3 ワ幽 4 2: 10 12 2 50 
久重福三郎 2 2 ワー i 
影 J]J 磁平 2 
熊野正 3 3 :I I, 3 4 
野崎駿平 3 4 2 I ｷ)・ J.t 
桑偏 島IIJ 勝信 蔵一 2 
小悶勝太郎
久保問正三 2 
桜川影雄 3 3 9 
j3 m 義続千E旺 郎 2 6 ;fミ牟部品 悶 縫 2 限一
:fl; 鉄
小矢岩閉井じ太郎浄 2 5 7 7 3 12; 13 55 2 
日間康豊~吉: 2 2 4 4 12 神中 内 二
者江 i号行 2 3 8 
泊内i J短寅次郎 5 5 1 
山疋夫 ヲー ~ 
本間喜一 4 2 2 15 
i手斉宜 塚伯 若手 雄守 2 2 3 
上｛白 2 4 
~ m 大英 一 2 北野 吉 5 
木田弥三旺 l 4 
岩尾正手h主IJ llJ 仁l 左 2 4 
三好四郎
陣大 木内 隆徳壁 造吉 3 3 3 4 
1神芭板 司 2 之谷地飽直一男 4 4 
綴 j工義広
. 
合計 32 38 15 51 42 38 45 39 21 27 '22 20: :17 1 ¥ 12 450 
(1995 年アンケートより｛1£/ix)






すめてきた東盛岡文書院に関する研究の一環である。当初、見向きもされなかった研究が．今日少なからず脚光合浴びるようになったことを思うと隔世の感がある。その最大の背既には、ベルリン 峻の出演 よる東西冷戦体制の崩棋とそれに連動したイデオロギ の岡市い堕の肋峻がある。中国について 讃長 ていた文本倣の現実が浮かび上がり、経済の改革開放政策が人々の意識を変えた
J
そんな中で、厚い慢の中に閉じ込められてきた書院にも

































































物辞典』からの引用があり、内容の一部に大きな問題があるとの指摘。・・一一先生が引用された意図は不明でありますが、この部分は標題の主旨 いっても‘また店先生の執取ではないことからいっても無くては らぬも とは考えられません。執議机引にもご述絡の上、炊の附明刷附に削除することにします。
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